
中海の水産資源の現状 【島根県】

中海における取組事例
●サルボウガイかご養殖試験（平成24年度～）

中海では、冬季以外には水深４ｍより深いところで常に貧酸素状態が維持されるため、その影響を受
けないよう、垂下式のカゴを用いたサルボウガイの養殖試験を実施している。

中海における溶存酸素の断面図 カゴ養殖のイメージ図 サルボウガイのカゴ養殖試験
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中海の水産資源の現状 【鳥取県】

中海における取組事例
●マハゼ陸上養殖・簡易構造物設置による造成浅場の機能強化（平成30年度～）

中海の造成浅場に出現する魚類を把握するとともに、造成浅場へのブロック等簡易な構造物設置に
よる育成場としての機能向上や天然マハゼ幼魚の有効活用方法を検討している。

ブロック下に潜むマハゼ 養殖の様子（三光㈱江島工場内）
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※各漁協による漁獲統計数値。

漁獲量（外江漁業組合）

漁獲量（米子市漁協）

組合員数（米子市漁協）

中海の漁獲量及び組合員数（鳥取県：米子市漁協・外江漁業組合）

ブロックと塩ビパイプによる簡易構造物（H30）

（人）（トン）
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